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研究成果の概要（和文）：名詞項構造データの記述枠組を開発し名詞項構造データを構築した．項構造を番号で
記述することで，付与された例文内の項を同定し，言い換え処理に必要な対応関係を記述する．また，名詞項構
造データとして約5千例を作成し，そのうち1300例文(2,500箇所)について意味役割を付与した．品詞の異なる言
い換えデータを構築し，述語項構造解析システムに取り入れ，文書に対して解析できるようにした．項構造解析
システムに統計的学習モデルを導入し精度を向上させた．この内容を国際会議および情報処理学会論文誌で発表
した．さらに含意認識タスクへの適用名詞の名詞項構造を利用した場合に認識精度が向上することを報告した．

研究成果の概要（英文）：We developed and published a new framework of nominal argument structure for
 Japanese. The key technique of describing arguments is number-based semantic roles, which enables 
us to identify each argument between paraphrased sentences in nominal predicates. We constructed 5,
000 example sentences of nominal predicates; those of 13000 sentences have semantic role labels and 
links to the corresponding examples in the predicate thesaurus. We also constructed paraphrase data 
between different part-of-speech words and incorporate the paraphrase data into an argument 
structure analyzer. Besides, we improve the performance of the argument structure analyzer by 
applying a statistical learning method, and published the results in IPSJ Journal and the 
proceedings of International Conference PACLING 2015. We also show that the argument structure 
analyzer with nominal predicates enables us to improve performance of Japanese textual entailment 
task.
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１．研究開始当初の背景 
言語処理において述語項構造は提案されてい

るが日本語の名詞の項構造に関するデータの

構築はIPAL辞書(1997)以降，構築されてこな

かった．英語圏など複数の言語資源が構築さ

れているが体系が異なっており相互リンクに

よりカバーしている状態である．例えば，単

語間の意味的な関係を重視したWordNetには

項構造が記述されていないがFramNetや

NomBankには項構造が記載されている．しかし

これらは，WordNetの意味体系とは異なる記述

枠組である．  

 一方，日本語では名詞の項構造に対する分

析が言語学で近年展開され(西山2003，庵2007，

影山2011)背景となる構造が提案されていた．

また含意認識タスク名詞の項構造が必須であ

ることから近年の理論と言語処理を考慮した

項構造辞書の構築が求められていた．  

 
２．研究の目的 
本研究代表者は言語処理における利用を目的

とした述語項構造シソーラス(約1.1万語)を

構築し，公開してきた．そこでシソーラス体

系を拡張することによって一貫した記述枠組

で名詞の項構造データ取り込むことを目標と

する．この目標を中心として下記の5つの課題

を設定した． 

(1)名詞項構造の事例収集．言語学における分

析を基に名詞の項構造例文を構築する． 

(2)名詞項構造の記述枠組の開発．述語項構造

シソーラスの体系，およびNomBank(Meyers他

2004)など先行研究の体系，さらに理論からの

提案(影山2011)を参考に，処理に利用できる

付与可能な範囲の記述枠組を開発する． 

(3) 異なる品詞間での言い換え事例データを

作成および収集する． 

(4) 項構造を自動で解析するシステムの精度

向上を行う．述語項構造シソーラスの体系を

基にした項構造解析システムを構築し，精度

向上を行う． 

(5) 含意認識タスクに項構造を利用して認識

精度を向上させる．このために項構造を利用

した含意認識処理システムを構築する． 

 
３．研究の方法 
(1)名詞の項構造例文の構築 

当初，自動で作成された大規模格フレームデ

ータからの半自動抽出を計画したがノイズ除

去のコストが大きく，また例文が自動で取り

出すことができなかったため，コーパスを基

に名詞を収集し，作例により例文を構築する． 

(2)名詞項構造の記述枠組の開発 

当初，述語項構造シソーラスと同じ意味役割

ラベルを仮定していたが名詞の項のタイプと

合致しない事例が出現した．そこで，NomBank

を参考に項構造を番号で表す手法に切り替え

た．シソーラスの意味役割との対応付けを行

うことで一貫した体系を保ちつつ，記述可能

な名詞の項構造の記述枠組を確立する． 

(3)シソーラスとの半自動マッチングツール

によるデータ構築 

名詞の項構造例文を項に分解し，対応する述

語シソーラスの項目に関連づける半自動で対

応づけるツールを構築する．これによりアノ

テーション作業を効率よく行う．  

(4) 異なる品詞間での言い換え収集 

当初，大規模テキストデータBCCWJに対して同

時共起クラスタリングを利用した抽出を計画

した．しかしながら実際適用すると抽出事例

が少なく利用が難しいことが分かった．そこ

で類語辞書を参考に人手で異なる品詞間の言

い換えデータを構築する．  

(5)処理システムの構築 

①項構造解析システムを構築して，処理精度

の向上を目指しつつ，②項構造解析システム

を基にした含意認識システムを構築し，名詞

を含めた項構造による解析を利用することで

含意認識の精度が向上するかを確かめる． 

 
４．研究成果 

(1)名詞の項構造データを記述する方法とし

て，例文を作成し，項ごとに分解して意味役



割を番号で整理し，述語との言い換えがある

場合には事例とともに項構造の対応も記述す

る枠組を提案し，第8回コーパス日本語学ワー

クショップで発表した． これにより，言語処

理に利用可能でかつ構築可能な範囲の記述枠

組を提示した． 

(2)名詞項構造データの構築 

①名詞項構造の例文として約5千例を作成し，

そのうち1300例文(2,500箇所)について意味

役割を付与し，述語との対応付けを行ったこ

とを言語資源活用ワークショップで報告した．  

付与データの量は大規模では無いが，この構

築作業を通して，記述可能で項構造解析シス

テムと結びついたデータ構築方法を明らかに

した．また，名詞項構造付与ツールを作成し

ているため，今後のデータ構築と容易になっ

た． 

②品詞の異なる言い換えデータ(例えば「XとY

は違いがある」と「XとYは異なる」)について

人手により100表現を収集し，事例を含めて構

造化し，述語項構造シソーラスに取り入れた

(第7回コーパス日本語ワークショップで発

表)．また述語項構造解析システムに取り入れ，

文書に対して解析できるようにした．解析シ

ステムはホームページ上で公開した． 

(3)項構造解析システムを構築し，統計的学習

モデルを利用して精度を向上させた．先行研

究では提案されてこなかった末尾表現を特徴

量として取り入れることで精度が向上するこ

とを実験的に明らかにした．情報処理学会論

文誌および国際会議PACLINGで発表した． 

(4)名詞を含めた項構造の言語処理への適用

可能性として物語理解への応用について論じ

た(下記の図書)． 

(5)含意認識タスクへの適用 

名詞の項構造解析を述語項構造解析システム

に実装し，含意認識タスクに適用した．含意

認識における2つの例文に対して，係り受けベ

ースのTreeKernelを利用して類似度を測定す

ることで含意認識を行った．その結果，名詞

項構造を利用した場合に認識精度が向上する

ことを明らかにし，言語理解とコミュニケー

ション研究会で発表した． 
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